
○　指導案の形式　　

　（余白　上下左右２０mm　　４５文字×５０行　　MS ゴシック　フォント１０．５ｐを基本とする。）
第○学年○組　技術・家庭科（○○分野）学習指導案

平成２１年○月○日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　○○　○○

１　内　容　　C　生物育成に関する技術，Ｂ　食生活と自立　　のように記述する。

２　題　材　　生物育成の技術を生かそう　（Ｃ（１)イ　生物育成に関する技術の適切な評価・活用）

　　　　　　　　日常食の献立を考えよう　　　（B（２）イ　中学生の一日分の献立を立てよう）

などのように記述する。

３　目　標　　題材の目標を４つの観点別に教師の立場で記述する。

(1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・（関心・意欲・態度）

(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・（工夫創造）

(3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・（技能）

(4)・・・・・・・・・・・・・・・・・・（知識・理解）

４　指導観・・・・・・題材の指導観を記述する。　　　　　

　○　題材観・・・・・この題材を設定する必然性や目標を達成するために適切な教材であることを記述する。

　○　生徒観・・・・・これまでの取組から基礎・基本がどの程度定着しているのか，生徒のレディネス，アンケート，観察評価を通してデータの分析を行い，客観的な記述を心がけ，基礎・基本に関する生徒の実態を記述する。

　○　指導観・・・・・題材観，生徒観を基に，どのような指導をしたいかを明確に書く。

研究のテーマ（つながり）との関連を記述する。本題材を問題解決的な学習として設定したとき，各段階における主な支援について触れる。本時の学習指導については，研究テーマに関する支援は具体的に記述する。

５　指導計画　　　題材の指導計画とする。
	段階
	学習活動
	つながり

の視点
	時数
	評価の観点
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※　段階には，「気づく」「見通す」「探究する」「まとめる」「生かす」のうち，該当する段階を記入する。
※　段階は複数時間にまたがってもよい。

※　つながりの視点には，関連する視点を記入する。

　　　（技術分野，家庭分野，小学校，高等学校，他教科名，総合的な学習，地域素材，地域人材，事業所，家庭）

※　時数は累計時数とし，本時の場合は（本時）と記入する。

※　評価は，その時間に該当する主な評価に○を記入する。

６　本時の学習指導

(1) 本時の目標

　　　○　あいう　　　　　　　※　生徒の立場で評価できる行動目標を記述する。

　　　○　あいう

(2) 資料及び準備

(3) 学習指導過程
	過程
	学習活動
	教師の支援

☆　…　研究テーマとの関連
	資料・準備



	導入
	※生徒の主体的な活動を記述する。

※「理解する」ではなく「説明する」や「発表する」など行動内容を記述する。

１　あいうえお…。


	※生徒の多様な考え，発想を導き出すような教師のはたらきかけを記述する。

「～ができるようにするために，～する。～の場面を設定する。～を準備する。」


	

	展開
	２　あいうえお…。


	☆　あいうえお……………………………………………………………………………。


	

	終末
	
	○　あいうえお……………………………………………………………………………。
	


※段階は，導入・展開・終末の３つとし，各段階を区切る罫線を引く。
　(4) 本時の評価規準
	評価規準
	評価方法

	○　あいう……
　　※本時の目標に照らし合わせる。

　　※本時の目標が２つある場合は，評価規準も２つ設ける。
	※方法を記述する。

実験後の発表，

グループ討議における発言，

ワークシートの記述　　など
































目標達成にむけた教師の予測する中心的な学習課題
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